




ヒトの免疫不全症候群は丁細胞系の異常によるもの,B 細胞の異常によるものあるいは双

方の異常を同時にあわせもつものがあるが個々の病因については不明の点が多い。その理

由としては例えば単に B 細胞系の異常といっても,個々の疾患において産生きれる免疫グ

ロブリンのクラスは違いその異常が B細胞の種々の分化段階の異常によっておこるもので

ある事を推測させるし,また selective IgM deficiency の如く,IgM のみが欠損し,IgG,IgA

は正常値というような現時点における IgM→IgG→IgA という免疫グロブリンの Switching

の理論からは説明しえない現象もあり,一口に B 細胞の異常といってもその内容は

heterogeneity に富む。T細胞系の異常についても同様である。免疫応答においてT細胞が

B 細胞による免疫グロブリン産生をヘルプないし抑制する働きのあるのは周知の事実であ

るが,どの分化段階におけるT細胞の異常であるかによりT細胞のB細胞におよぼす影響も

当然異なり,それがさらに免疫不全症の解析を困難にしている。 

このような多様性にとんだ免疫不全症候群を解析するにあたって,リンパ球の各分化段階

に特有の細胞表面抗原を認識する抗体が得られれば,免疫不全の解析はより容易になるも

のと思われる。 


